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新型コロナウイルス感染症に関する、不当な差別と偏見をなくしましょう

　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザが流行
し医療への負荷が続いています。必要な人が、必要な
医療を受けることができるよう、適正な受診の仕方を
考えてみましょう。� ※２月３日現在の情報です
�企画総務課☎603-8301

　現在、症状が軽い患者の救急医療への受診が増
え、緊急性の高い患者の治療に支障をきたしてい
ます。盛岡地区には、さまざまな医療機関があ
り、地域の中で役割分担をしています。症状や緊
急性に合わせて受診するよう、ご協力をお願いし
ます。

初期救急初期救急

２次救急２次救急

３次救急３次救急
高度救命救急センター
（岩手医科大学付属病院）

２次救急受け入れ病院：11カ所
小児救急受け入れ病院：３カ所

いざというときに
安心して医療を受けるために

市夜間急患診療所
市立病院
休日救急当番医

比較的症状の軽い患者

命に関わる特に症状の重い患者

入院や手術が必要な患者

　救急医療機関は、時間外診療ではなく、
緊急性の高い患者を受け入れるためのもの
です。救急を利用する前に、平日の時間内
に受診することができないか、もう一度考
えてみましょう。

日中の診療時間内に受診しましょう

　症状が軽い人が２次・３次救急を受診す
ると、重症の人の治療に支障が出ます。急病
で夜間や休日に受診が必要な人は、まずは
「初期救急医療機関」を利用しましょう。

「初期救急医療機関」を
利用しましょう

盛岡地区の救急医療体制

【関連情報】
▶小児救急受入病院について：３ページ
▶�初期救急医療機関・２次救急受入病院の一覧に
ついて：８ページ

ご活用ください

医療機関への相談・受診時の３つのポイント

　相談する医療機関に迷う場合や「かかりつけ医」がない場合には、「診
療・検査医療機関一覧」を確認した上で「診療・検査医療機関」を受診予
約するか、「いわて健康フォローアップセンター」に相談してください。

 同センター☎0570-089-005※24時間受け付け

いわて検査キット送付センター・いわて陽性者登録センター
　県内在住で発熱などの症状がある場合、65歳未満の人は、申し込みを
すると自宅などに検査キットが届きます。検査キットまたは医療機関で
検査し陽性となった重症化リスクの低い人は、「いわて陽性者登録センタ
ー」に登録すると、健康サポートが受けられます。

いわて健康フォローアップセンター（コールセンター）

医療機関一覧
（県ホームページ）

詳しくはこちら

　医療従事者の皆さんは、新型コロナウイルス感染症
の影響が長引く中、通常の医療に加えて、感染症の治
療やワクチン接種の最前線で業務に当たっています。
　現在、市内の医療機関では、入院や手術の延期など、
診療が制限されている場合があります。理由の一つは、
職員の不足です。社会全体で新型コロナウイルス感染
症の感染者が多い状態が続いている中、医療従事者も
同様に、適切な感染対策を取ったとしても感染するこ
とはあります。今、社会全体でウィズコロナへの取り
組みが進んでいますが、医療機関も例外ではなく、病
院のゼロコロナは当たり前ではないことに、ご理解を
お願いします。

地域医療を支える医療の現場から

軽

重

　大きな病院は、入院・手術や専門的な治
療を必要とする人を主に診療しています。
症状が軽い人は、かかりつけ医や地域の身
近な医療機関に相談し、受診しましょう。

まずは「かかりつけ医」に
相談しましょう

症
状
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